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年
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付
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付
金
に
つ
い
て

〇
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
ご
案
内

〇
長
寿
の
お
祝
い

〇
交
通
指
導
員
募
集
記
事

＜
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＜
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子
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友
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追
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追
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有料広告

上富田町の令和７年度決算に基づく
健全化判断比率および資金不足比率を公表します

 『地方公共団体の財政の健全化に関する法律（地方財政健全化法）』第３条第１項及び第２２条第１項の規定

により、令和７年度決算に基づく上富田町の健全化判断比率及び資金不足比率について公表します。

１．上富田町の財政は健全なのかどうかを判断する指標があります

地方財政健全化法では、自治体を次の３つに分類します。
　　◎財政が比較的健全な自治体
　　◎早期の財政健全化が必要な自治体 （早期健全化団体。指標のどれか１つでも早期健全化基準を上回る場合）
　　◎財政の再生が必要な団体 （財政再生団体。指標のどれか１つでも財政再生基準を上回る場合）
３つに区分する判断は、以下の４つの指標によって行います。
　　①実質赤字比率 ・・・・・・・ 一般会計等の赤字の割合。15％が早期健全化基準です。
　　②連結実質赤字比率 ・・・・・・・ 上富田町の全ての会計を合計した赤字の割合。20％が早期健全化基準です。
　　③実質公債費比率 ・・・・・・・ 上富田町の全ての会計の借金返済額と、町の加入する一部事務組合等の
　　    借金返済のうち、町が負担すべき額の合計の割合。25％が早期健全化基準です。
　　④将来負担比率 ・・・・・・・ 上富田町が将来負担すべき負債の割合。350％が早期健全化基準です。
　　さらに、公営企業（水道事業など）については、それぞれの事業ごとに資金不足比率を計算します。
　　⑤資金不足比率 ・・・・・・・ 公営企業会計ごとの資金不足額の割合です。20%が経営健全化基準です。
　 上富田町の場合、全ての指標が早期健全化基準、経営健全化基準を下回っており、財政は比較的健全です。
　 今後、地方債の元利償還金が増加していくことも予想され、引き続き各指標に留意しながら、計画的な財政運営に
　取り組んでまいります。

２．健全化判断比率は、全ての指標で健全な状態です

①実質赤字比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー （赤字なし）

財政再生
団体

早期健全化
団体 健全団体

●（R7）

●（R6）

財政再生
団体

早期健全化
団体 健全団体

（R7）●

（R6）●

実質赤字がなく黒字のため「－」表示となりました。

なお、黒字は169,350千円で、3.60％となります。

③実質公債費比率　　　　　　　　　　　　　　　　　  8.6%

３．資金不足比率は、全ての会計で健全な状態です

実質公債費比率は「8.6％」となりました。昨年度の

10.0％と比べ好転し、基準よりは下です。

20％ 15％ 赤字 黒字0% 赤字 黒字0%

35％ 25％ 0％

②連結実質赤字比率　　　　　　　　　　　　ー （赤字なし）

財政再生
団体

早期健全化
団体 健全団体

●（R7）

●（R6）

早期健全化団体 健全団体
●（R7）

●（R6）

実質連結赤字がなく黒字のため「－」表示となりました。 

なお、黒字は1,841,781千円で、39.20％となります。

④将来負担比率　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　ー%

将来負担比率は、昨年度から引き続き

「－」表示となりました。

30％ 20％

350％ 0％

特 別 会 計 の 名 称 ⑤資金不足比率 ⑤資金不足比率

水 道 事 業

下 水 道 事 業

経営健全化基準 経営健全化基準

-(資金不足なし)

-(資金不足なし)

-(資金不足なし)20.0％

20.0％

特 別 会 計 の 名 称

宅　地　造　成　事　業 20.0％

※対象となる全ての特別会計で資金不足額がないため（「黒字」の状態）、資金不足比率は「－」表示となります。 

※全ての図で、左に行けば行くほど悪い状態です。

有料広告
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年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他

の
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下

の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ

し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
給
付
金
の
受
け
取
り
に
は
請

求
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
ご
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、

日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）

が
実
施
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

 

　
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
全
員
の
市
町
村
民
税
が 

非
課
税
と
な
っ
て
い
る

・
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の

他
所
得
額
の
合
計
が
約
93
万

円
以
下
で
あ
る

◆
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
９
２

万
円
以
下
で
あ
る

請
求
手
続
き

 

◆
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
の
対
象
と
な
る
方

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
９
月
初

旬
以
降
に
、
請
求
可
能
な
旨
の

お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
封
の
は
が
き
（
年
金
生

活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
令
和
９
年
１
月

４
日
ま
で
に
請
求
手
続
き
が
完

了
し
ま
す
と
、
令
和
８
年
10
月

分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
給
付
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
方

　
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ

て
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
区

町
村
で
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
の
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働

省
か
ら
、
電
話
で
家
族
構
成
や

金
融
機
関
の
口
座
番
号
・
暗
証

番
号
を
お
聞
き
す
る
こ
と
や
、

手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問 

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎ 

０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
０
９
２

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）　
　

　
11
月
12
日
㊍
か
ら
25
日
㊌

は
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」
週
間
で
あ
り
、

11
月
25
日
は
「
女
性
に
対
す
る

暴
力
撤
廃
国
際
日
」
で
も
あ
り

ま
す
。

　
暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別

や
加
害
者
、
被
害
者
の
間
柄
を

問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、

配
偶
者
等
や
交
際
相
手
か
ら
の

暴
力
（
Ｄ
Ⅴ
、デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
）
は
、

時
と
し
て
犯
罪
行
為
と
も
な
る

重
大
な
人
権
侵
害
で
、
被
害
者

は
多
く
の
場
合
女
性
で
す
。

　
こ
の
運
動
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
人
権
の
擁
護
と
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

こ
れ
ら
の
暴
力
を
容
認
し
な
い

社
会
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ

う
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は

相
談
を
！

問 

【
全
国
共
通
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
】

☎
♯
８
０
０
８

（
最
寄
り
の
相
談
窓
口
に
つ
な

が
り
ま
す
。）

 

　
福
祉
課
　
福
祉
班

　
　
　
　
　（
⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
令
和
５
年
度
よ
り
開
始
し
た

デ
マ
ン
ド
バ
ス
（
予
約
式
乗
り

合
い
バ
ス
）
に
つ
い
て
、
利
用

者
様
よ
り
「
使
い
方
が
わ
か
り

や
す
く
便
利
」「
安
心
し
て
免

許
返
納
が
で
き
た
」
な
ど
、
大

変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
だ
利
用
さ
れ
た
こ
と
が

な
い
方
も
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ

さ
い
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
特
徴

 

　
30
分
毎
の
予
約
制
で
、
他
の

お
客
様
と
乗
り
合
わ
せ
な
が
ら
、

指
定
の
乗
降
ポ
イ
ン
ト
間
を
最

適
な
ル
ー
ト
で
運
行
し
ま
す
。

ご
利
用
方
法 

①
利
用
登
録

事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

申
込
書
は
振
興
課
⑧
番
窓
口

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
。

②
電
話
予
約

登
録
後
、
明
光
バ
ス
受
付

セ

ン

タ

ー
（

☎

３

３

‐

２
０
７
８
）
へ
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

※
予
約
時
は
「
登
録
番
号
・
氏

名
・
時
間
・
乗
降
場
所
・
人
数
・

連
絡
先
」
を
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

問 

振
興
課 

企
画
・
商
工
観
光
班

（
⑧
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

　
ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金

見
込
額
を
確
認
し
、
将
来
の
生

活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い
つ

で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確

認
で
き
る
ほ
か
、
ご
自
身
の
年

金
記
録
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
条
件

を
設
定
し
た
上
で
、
将
来
の
年

金
受
給
見
込
額
の
試
算
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
持
ち
主
不
明
記
録
検

索
で
は
、
現
在
持
ち
主
が
分
か

ら
な
く
な
っ
て
い
る
年
金
記
録

を
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
上
で

検
索
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
日
本
年
金
機

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
○
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
）

h
ttp

://w
w

w
.n

e
n
k
in

.g
o
.jp

/

d
ens

h
ib

en
ri_k

o
jin

/n
_n

et/

　
　 11

月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）

は
「
年
金
の
日
」
で
す
！

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働

省
を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や

案
内
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」
週
間

デ
マ
ン
ド
バ
ス
が

好
評
運
行
中
で
す

デ
マ
ン
ド
バ
ス
が

好
評
運
行
中
で
す
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特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、

児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
、
障
害
の
あ
る
児
童
を
家
庭

に
お
い
て
監
護
し
て
い
る
父
、

母
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に

対
し
て
手
当
を
支
給
す
る
制
度

で
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※
20
歳
未
満
で
身
体
や
知
的
、

精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
害

ま
た
は
長
期
に
わ
た
る
安
静

を
必
要
と
す
る
病
状
に
あ
る

児
童

支
給
月
額 

　
障
害
の
等
級
に
応
じ
て
支
給
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
手
当
額
は
毎
年

４
月
に
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動

率
に
応
じ
て
改
定
さ
れ
ま
す
。

●
１
級

　
児
童
１
人
に
つ
き

　
月
額
　
５
８
，
４
５
０
円

●
２
級

　
児
童
１
人
に
つ
き

　
月
額
　
３
８
，
９
３
０
円

（
令
和
８
年
４
月
現
在
）

支
給
時
期 

　
支
給
認
定
後
、
申
請
の
翌
月

分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
所
得
に
よ
る
支
給

制
限
が
あ
り
ま
す
。

◆
手
当
を
受
給
で
き
な
い
方

①
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

や
対
象
と
な
る
児
童
が
日
本

国
内
に
住
ん
で
い
な
い
と
き

②
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と

す
る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き

③
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど

（
通
園
施
設
を
除
く
）
に
入

所
し
て
い
る
と
き

◆
申
請
に
必
要
な
書
類

 ･
請
求
者
と
児
童
の
戸
籍
謄
本

 ･
医
師
の
診
断
書

 ･

請
求
者
の
通
帳

 ･

印
鑑

 ･

そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
提
出

を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
、
ま
た
は
受
給
資
格
が

あ
る
方
に
対
し
て
年
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

が
認
定
さ
れ
た
際
は
、
在
宅
重

症
心
身
障
害
児
年
金
の
申
請
も

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
制
度
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

対
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受

　
　
給
資
格
が
あ
る
方

　
・
当
該
障
害
児
と
同
居
す
る
方

　
・
町
内
に
１
年
以
上
居
住
す

　
　
る
方

支
給
月
額 

　

　
障
害
児
１
人
に
つ
き

月
３
，
０
０
０
円

問  

福
祉
課
　
福
祉
班（

⑤
番
窓
口
）

　
☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
地
域
森
林
計
画
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
森
林
の
立
木
を
伐

採
す
る
場
合
は
、
森
林
法
に
基

づ
く
届
出
が
必
要
で
す
。
無
届

け
・
無
許
可
の
伐
採
は
、
罰
金

に
処
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
１
ha
を
超
え
る
森

林
の
開
発
行
為
を
す
る
場
合

は
、
別
途
申
請
が
必
要
で
す
。

届
出
対
象
者 

　
地
域
森
林
計
画
区
域
内
の
森

林
で
立
木
を
伐
採
す
る
森
林
所

有
者
等
の
方
。

　
対
象
森
林
に
つ
い
て
は
、
役

場
振
興
課
（
農
林
水
産
班
）、

振
興
局
林
務
課
に
て
確
認
が
可

能
で
す
。

届
出
期
間 

　
伐
採
開
始
の
90
日
～
30
日
前

ま
で
に
届
出
が
必
要
で
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問  

振
興
課
　
農
林
水
産
班

（
⑦
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

　
９
月
24
日
㊍
に
、
町
内
で
百

歳
以
上
を
迎
え
ら
れ
る
方
を
奥

田
町
長
が
訪
問
し
、
記
念
品
を

贈
呈
し
て
長
寿
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。

　
上
富
田
町
で
は
、
今
年
12
月

末
ま
で
に
21
名
の
方
が
百
歳
以

上
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま

す
。
皆
様
の
ご
長
寿
を
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長
寿
の
お
祝
い

特
別
児
童
扶
養
手
当
ご
案
内

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
に
は

上
富
田
町
在
宅
重
症
心
身

障
害
児
年
金 

ご
案
内

※

有料広告

( 朝来 ) 榎　朝子　様

( 南紀の台 ) 坂口　千代子様

( 朝来 ) 片倉　實　様

有料広告
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か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と
、
野

良
猫
に
エ
サ
を
与
え
て
い
ま
せ

ん
か
？

　
お
な
か
を
す
か
せ
た
野
良
猫

に
エ
サ
を
与
え
た
く
な
る
気
持

ち
は
、
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
野
良
猫
は
と
て
も

繁
殖
力
の
高
い
動
物
で
、
猫
に

エ
サ
を
与
え
る
こ
と
で
複
数
の

猫
を
居
つ
か
せ
、
結
果
的
に
過

剰
に
繁
殖
し
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
過
剰
繁
殖
し
て
し
ま
う
と
、

野
良
猫
の
発
情
期
に
お
け
る
問

題
行
動
や
糞
尿
問
題
等
の
た

め
、
地
域
住
民
の
生
活
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
結
果
に
な
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
過
剰
繁
殖
を
防
ぐ

た
め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
、

不
妊
去
勢
手
術
が
あ
り
ま
す
。

　
上
富
田
町
で
は
、
そ
の
手
術

に
対
す
る
補
助
金
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

　
対
象
猫
は
、
飼
い
主
の
い
な

い
猫
や
飼
い
猫
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
上
富
田
町
役
場

住
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
和
歌
山
県
の
地
域
猫
対
策
を

ご
存
知
で
す
か
？

　
和
歌
山
県
の
地
域
猫
対
策
支

援
事
業
「
不
幸
な
猫
を
な
く
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
地
域

猫
に
対
す
る
不
妊
去
勢
手
術
の

た
め
の
捕
獲
お
り
の
貸
し
出
し

等
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
猫
対
策
と
は
、
猫
を
不

要
な
も
の
と
し
て
排
除
す
る
の

で
は
な
く
、
今
い
る
野
良
猫
を

命
あ
る
も
の
と
と
ら
え
、
地
域

の
問
題
と
し
て
住
民
が
主
体
的

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
そ
の
数

と
、
糞
尿
等
の
被
害
を
減
ら
そ

う
と
す
る
対
策
で
す
。
　

　
詳
し
く
は
、
田
辺
保
健
所
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問  

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

（
②
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
２

　

　
９
月
９
日
、
シ
ニ
ア
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
を
考
案
さ
れ
た
和
歌
山

大
学
学
長
本
山
貢
氏
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
年
齢
と
と
も
に
「
歩
く
時
に

足
が
上
が
り
に
く
く
な
っ
た
」

と
感
じ
る
原
因
の
１
つ
が
、
お

な
か
の
奥
に
あ
る
「
大
腰
筋
（
だ

い
よ
う
き
ん
）
の
衰
え
が
あ
り

ま
す
。
大
腰
筋
は
、
背
骨
や
骨

盤
を
支
え
、
膝
を
持
ち
上
げ
て

歩
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
「
筋

肉
の
要
」
で
す
。
し
か
し
、
70

代
に
な
る
と
、
成
人
の
約
半
分

ま
で
に
低
下
し
て
し
ま
い
、
放

置
す
る
と
す
り
足
歩
行
や
転
倒

の
リ
ス
ク
を
高
め
て
し
ま
い
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
に
歩
く

た
め
に
は
、
こ
の
筋
肉
を
弱
ら

せ
な
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ

と
が
大
切
で
、
青
春
塾
で
行

な
っ
て
い
る
「
シ
ニ
ア
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
」
が
と
て
も
効
果
的
で

す
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
音
楽
の

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か

す
こ
と
で
、
筋
肉
に
適
度
な
圧

が
か
か
り
、
筋
肉
を
太
く
す
る

事
が
で
き
、
音
楽
に
合
わ
せ
て

歌
い
な
が
ら
行
う
の
で
、
脳
ト

レ
に
も
繋
が
り
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
が
、
何
歳
に
な
っ
て
も
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き

て
、
生
き
が
い
を
感
じ
た
り
、

仲
間
と
楽
し
く
、
い
つ
ま
で
も

心
豊
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
続
け

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い

て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、「
青
春
塾
の
仲
間

と
一
緒
に
、
こ
れ
か
ら
も
シ
ニ

ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
続
け
、
健

康
寿
命
を
延
ば
せ
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を

高
め
て
い
ま
し
た
。

　
目
指
せ
、
生
涯
青
春
！

問  

長
寿
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー(

⑨
番
窓
口)

　

☎ 

３
３
‐
７
３
４
０

　
上
富
田
町
交
通
指
導
員
会

は
、
児
童
の
登
下
校
時
の
交
通

安
全
指
導
の
ほ
か
、
交
通
安
全

教
室
や
交
通
安
全
啓
発
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
時
の
交
通
整
理
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ

て
、
日
々
地
域
の
交
通
安
全
推

進
の
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
上
富
田
町
交
通
指
導
員
会
で

は
、
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る

仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◆
応
募
資
格

・
上
富
田
町
に
居
住
さ
れ
て
い

る
方

・
20
歳
以
上
の
方

◆
主
な
活
動
内
容

・
通
学
時
に
お
け
る
交
通
安
全

指
導

・
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
指

導
及
び
啓
発

・
交
通
安
全
教
室

・
イ
ベ
ン
ト
時
の
交
通
整
理

◆
待
遇

・
交
通
指
導
員
の
制
服
等
を
支

　
給

・
出
動
手
当
等
の
支
給

　
入
会
希
望
者
は
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問  

総
務
課
　
総
務
班

（
⑪
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
０
９
２

人
と
ネ
コ
が
お
互
い
に
幸
せ

に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

有料広告

～
交
通
指
導
員
の
募
集
案
内
～

青
春
塾
記
念
講
演
会

上
富
田
町
の
青
春
塾
で

健
康
長
寿
を
め
ざ
そ
う
！

～
い
く
つ
に
な
っ
て
も

　
　
元
気
に
、
楽
し
く
、

　
　
　
　 

自
分
ら
し
く
～

青
春
塾
記
念
講
演
会

上
富
田
町
の
青
春
塾
で

健
康
長
寿
を
め
ざ
そ
う
！

有料広告
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こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
、
児
童

虐
待
問
題
に
対
す
る
社
会
的
関

心
を
喚
起
す
る
た
め
、
児
童
虐

待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
た
11
月

に
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
児
童

虐
待
防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
、
上
富
田
町
に

お
い
て
も
、
集
中
的
な
広
報
啓

発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
児
童
虐
待
の
多
く
は
家
庭
内

で
起
こ
る
た
め
、
潜
在
化
し
や

す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
で
、
●
日
常
的
に
怒
鳴

り
声
や
子
ど
も
の
泣
き
声
、
大

き
な
物
音
が
聞
こ
え
る
。
●
夜

遅
く
ま
で
外
で
遊
ん
で
お
り
、

家
に
帰
り
た
が
ら
な
い
。
●
傷

や
家
族
の
こ
と
に
関
し
て
、
不

自
然
な
答
え
が
多
い
。
な
ど
、

虐
待
か
も
？
と
感
じ
た
時
に

は
、
左
記
の
保
健
セ
ン
タ
ー
、

も
し
く
は
児
童
相
談
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
通
告
・
相
談

は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。

問 

・
上
富
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
４
７
‐
５
３
０
０

　
・
児
童
相
談
所

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

児
童
相
談
所
は
24
時
間
連
絡
可

能

　職場などで健診を受けた方は、その結果を上富田町へ提出することで、特定健診を受診

したものとして取り扱える場合があります。

　ご提出いただいた結果に基づき、保健指導の対象となった方には、健康教室やジムでの

トレーニングなどをご案内します。保健師や管理栄養士による、生活習慣改善のアドバイ

スも受けられます。

次の①～④のすべてに該当する方

□ ① 上富田町国民健康保険に加入している

□ ② 40 ～ 74 歳である

　※令和 9 年 3 月 31 日時点の年齢

□ ③ 令和 8 年度に、上富田町の特定健診ま

たは国保人間ドックを受けていない

□ ④ 令和 8 年 4 月 1 日～令和 9 年 1 月２９

日に職場などで健診を受けた

〇上富田町保健センター

健診結果をコピーし、原本はお返しします。

提出時に、既往歴、現在治療中の病気、服薬

状況、喫煙習慣などをお尋ねします。

令和 9年 1月 29 日㊎

〇職場などで受けた健診の結果票

＊次の項目が記載されているか、ご確認ください。

＜身体測定など＞

□ 身長　　□ 体重　　□ 腹囲　　□ 血圧

＜尿検査＞

□ 尿蛋白　　□ 尿糖

＜血液検査＞

・肝機能検査

□ AST（GOT）　　□ ALT（GPT）

□ γ -GT（γ -GTP）

・血中脂質検査

□ 中性脂肪　　□ HDL コレステロール

□ LDL コレステロール

・血糖検査

□ 空腹時血糖または HbA1c

＜その他＞

□ 受診日　　□ 実施医療機関名

□ 医師名　　□ 医師による総合判定

　必要な検査項目が足りない場合でも、保健セン

ターで測定できる項目があります。まずはお問い

合わせください。

～上富田町国民健康保険に加入している 40 ～ 74 歳の方へ～

職場などで受けた健診結果をご提供ください！

11
月
は
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・

児
童
虐
待
防
止
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

健診結果をご提出いただいた方全員にティッシュ 5 箱をプレゼント！
さらに、現在たばこを吸っていない方には、洗剤 1 本をプレゼントします。

対象となる方

提出先

提出期限

提出するもの
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電

話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も

訪
問
し
ま
す
。
費
用
は
掛
か
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
要
支
援
１
・
２
の
認
定
を
受
け

ら
れ
て
い
る
方
や
、
認
定
を
受

け
て
い
な
い
方
で
も
、
筋
力
・

体
力
低
下
が
み
ら
れ
る
な
ど
、

介
護
予
防
の
取
組
み
が
必
要
な

方
を
対
象
に
、
６
カ
月
間
集
中

し
て
行
う
介
護
予
防
教
室
を
週

に
１
回
、
上
富
田
ス
ポ
ー
ツ
サ

ロ
ン
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
に
は
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
訪
問
し
、

利
用
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し

ま
す
。

場 

上
富
田
ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン

　（
送
迎
あ
り
）

時 

毎
週
月
曜

　 

午
前
ま
た
は
午
後

　（
定
員
各
５
名
）

費 

無
料

対 

上
富
田
町
在
住
で
、

＊
要
支
援
１
・
２
の
方

　
　
　
も
し
く
は

＊
65
歳
以
上
で
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
該
当
す
る
方

　
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

時 

11
月
12
日
㊍

　 

14
時
～
15
時
30
分

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
で
き

ま
す
。
ま
た
家
族
介
護
者
教
室

と
同
日
開
催
に
な
り
ま
す
。

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

(

⑨
番
窓
口)

☎ 

３
３
‐
７
３
４
０

通
所
型
介
護
予
防
教
室

インフルエンザウイルス

・38℃を超える発熱
・喉の痛みなどの上気道炎症状
・全身のだるさ
・関節痛や筋肉痛　などの症状。
子どもではまれに急性脳症を、
高齢者や免疫力の低下している
方は細菌による肺炎を伴うこと
がある。

ＲＳウイルス

発熱、鼻汁、咳などの風邪の

ような症状。

新生児や高齢者は重症化リス

クが高く、細気管支炎や肺炎、

喘鳴 ( ゼーゼー、ヒューヒュー

という呼吸音 )、呼吸困難など

の症状が出ることがある。

ノロウイルス

嘔吐、腹痛、下痢などの消化

器症状が主。

潜伏期間は通常 24 ～ 48 時

間で、乳幼児や高齢者は重症

化することがある。感染力が

非常に強く、患者の嘔吐物や

便の適切な処理が重要。

　11 月頃から、気温が下がり空気が乾燥してウイルスや病原体が広がりやすくなるため、風邪やインフル

エンザ、ノロウイルスなどの感染症が流行する時期となります。

　感染症の種類は様々でも、基本的な予防対策は同じです。感染症を予防するため、一人ひとりができる

対策を心がけましょう。

・手洗い、うがいの徹底
　外出先から帰ったとき、食事の前、トイレの後などは、石けんを使って丁寧に手を洗いましょう。また、

うがいをすることで喉の粘膜を潤し、ウイルスの侵入を防ぎやすくなります。

・場面に応じ、マスクの着用
　外出時や混雑した場所に行くときなどは、周囲の状況に応じてマスクを着用しましょう。

・換気を行う
　冬は寒さから部屋を閉め切りがちですが、換気不足によってウイルスが滞留するリスクが高まります。

複数の窓や扉を少し開けると、効率よく換気できますので、定期的に室内の空気を入れ替えましょう。も

しくは、空気清浄機を利用して室内の空気を清潔に保ちましょう。

・日頃の健康管理も大切
　免疫力が弱っていると感染しやすくなったり、感染した時に症状が重くなってしまったりする恐れがあ

ります。普段から十分な睡眠とバランスのよい食事を心がけ、適度に体を動かしましょう。

感染症を予防して、 元気に冬を過ごしましょう

冬に注意すべきウイルス

感染症予防のポイント

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

11
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ
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本
年
度
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
タ
ミ
ン
ミ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ

と
の
海
外
研
修
事
業
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
（
実
施
期
間
は
８

月
17
日
～
26
日
の
10
日
間
）。

　
上
富
田
中
学
校
生
徒
11
名
・

引
率
３
名
の
計
14
名
が
同
校
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　
研
修
中
は
生
徒
全
員
が
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
、
現
地
の
生
活
を
直
接

肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　
学
校
で
は
、
現
地
の
生
徒
た

ち
と
一
緒
に
授
業
を
受
け
た

り
、
校
外
学
習
に
参
加
し
た
り

し
て
、
積
極
的
に
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　
滞
在
先
で
あ
る
ノ
ー
ザ
ン
テ

リ
ト
リ
ー
（
北
部
準
州
）
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
の
北
部

か
ら
中
央
部
に
広
が
る
地
域
で

す
。
一
年
中
暖
か
い
熱
帯
気
候

の
も
と
、
手
つ
か
ず
の
広
大
な

自
然
や
先
住
民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の

文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
こ

の
独
自
の
生
態
系
を
持
つ
環
境

の
な
か
で
、
生
徒
た
ち
は
ワ
ラ

ビ
ー
な
ど
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な

ら
で
は
の
様
々
な
動
物
た
ち
と

の
ふ
れ
あ
い
も
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
11
月
2
日
～
11
月
10

日
に
か
け
て
は
、
タ
ミ
ン
ミ
ン
・

カ
レ
ッ
ジ
の
生
徒
が
上
富
田
中

学
校
に
来
校
し
ま
す
。
日
本
の

文
化
や
生
活
習
慣
を
体
験
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
日
本
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
相
互
理
解

が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
上
富
田
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
で
は
、
8
月
28
日
か
ら
30

日
ま
で
の
3
日
間
、
上
富
田
町

と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締

結
し
て
い
る
石
川
県
津
幡
町
の

子
ど
も
た
ち
を
迎
え
、
「
出
会

い
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
津
幡
町
の
児
童
は
2
泊
3
日

の
日
程
で
上
富
田
町
を
訪
れ
、

町
内
か
ら
は
小
学
4
年
生
か
ら

５
年
生
ま
で
の
児
童
16
名
が
、

宿
泊
を
伴
わ
な
い
2
日
間
の
日

程
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
1
日
目
は
、
文
化
会
館
で
防

災
ゲ
ー
ム
や
モ
ル
ッ
ク
を
楽
し

み
な
が
ら
交
流
し
、
夜
に
は

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
ま
し

た
。
2
日
目
は
、
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
を
訪
れ
た

後
、
友
遊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

参
加
し
、
さ
ら
に
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

津
幡
町
の
児
童
だ
け
で
な
く
、

町
内
の
他
校
の
児
童
と
も
交
流

を
深
め
、
新
し
い
友
達
と
の
出

会
い
や
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通

し
て
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
今
回
の
体
験
教
室
は
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
視
野
を

広
げ
、
成
長
に
つ
な
が
る
有
意

義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

出
会
い
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

中
学
生
海
外
研
修
事
業
を
実
施
！

疲
れ
た
か
？ 

ネ
コ
が
あ
お
む
け 

大
の
字
に

　
　
　
　
　
　
　
夜
の
自
分
を 

見
て
い
る
様
で

稗
田
　
満
代

（
投
稿
歓
迎
）

し
き
り
な
く
歌
う
風
鈴
秋
惜
し
む
　
　
　
　

村
芝
居
三
年
ぶ
り
に
舞
台
立
ち
　
　
　
　
　

パ
ラ
フ
ィ
ン
に
弾
く
る
光
葡
萄
か
ご
　
　
　

ス
プ
ー
ン
と
は
何
故
銀
ば
か
り
メ
ロ
ン
食
ふ

村
芝
居
守
り
一
夜
の
宮
灯
り
　
　
　
　
　
　

朝
霧
を
谷
間
に
残
し
秋
ぞ
澄
む
　
　
　
　
　

し
ち
べ
ぇ

田
中
　
利
典

初
山
　
紀
子

松
井
　
孝
恵

森
　
　
京
子

木
村
　
圀
夫

-7-



　
九
月
二
十
六
日
に
、
運
動
会

が
あ
り
ま
し
た
。
運
動
会
で
は
、

お
み
や
げ
競
走
、
ダ
ン
ス
、
徒

競
走
、
リ
レ
ー
な
ど
を
し
ま
す
。

約
三
週
間
、
運
動
会
の
練
習
を

し
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
お
み

や
げ
競
走
、
岡
小
ソ
ー
ラ
ン
、

徒
競
走
、
リ
レ
ー
、
障
害
物
競

走
、
シ
ン
ク
ロ
フ
ラ
イ
ト
、
こ

ろ
ば
な
い
で
ね
等
、
た
く
さ
ん

の
種
目
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、
今
回
、
自
分

が
が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ
て
い
た

こ
と
は
、
六
色
対
抗
リ
レ
ー
で

す
。
リ
レ
ー
は
、
本
番
ま
で
に

三
回
、
体
育
で
練
習
を
し
ま
し

た
。
な
ぜ
リ
レ
ー
を
が
ん
ば

ろ
う
と
思
っ
た
か
と
い
う
と
、

チ
ー
ム
の
み
ん
な
で
協
力
し
て

一
位
を
と
り
た
か
っ
た
か
ら
で

す
。
練
習
で
は
、
五
位
や
六
位

に
な
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
度

に
走
る
順
番
を
変
え
た
り
、
バ

ト
ン
パ
ス
の
練
習
を
し
た
り
し

ま
し
た
。
私
は
、本
番
で
白
チ
ー

ム
の
五
番
目
に
走
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
は
、
四

年
生
。
最
初
は
、
三
位
で
し

た
。
し
か
し
、
二
人
目
、
三
人

目
、
四
人
目
に
バ
ト
ン
が
渡
る

に
つ
れ
て
、
順
位
が
下
が
っ
て

い
き
、
私
に
バ
ト
ン
が
渡
っ
た

時
は
、
六
位
で
し
た
。
バ
ト
ン

を
も
ら
い
一
生
懸
命
走
り
、
ア

ン
カ
ー
に
バ
ト
ン
を
渡
し
た
け

れ
ど
、
結
局
、
そ
の
ま
ま
六
位

で
し
た
。
と
て
も
悔
し
い
気
持

ち
で
し
た
。
し
か
し
、
み
ん
な

で
協
力
し
て
走
っ
て
バ
ト
ン
を

つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
、
満
足
感

が
あ
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
が
ん
ば
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
種
目
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
岡
小
ソ
ー
ラ
ン
で
す
。

運
動
会
の
練
習
で
は
、
多
く
の

時
間
を
ソ
ー
ラ
ン
の
練
習
に
費

や
し
ま
し
た
。
実
は
、
四
年
生

の
時
の
運
動
会
で
ソ
ー
ラ
ン
を

お
ど
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
今
回

が
二
回
目
と
な
り
ま
す
。
そ
ん

な
こ
と
も
あ
り
、
上
手
に
お
ど

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

練
習
で
は
、
八
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
わ
か
れ
て
、
六
年
生
が
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
、
四
・
五
年
生
に

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
し
ま
し
た
。

お
ど
り
の
最
後
に
は
、
一
つ
だ

け
組
体
操
の
技
が
あ
り
、
私
は

土
台
の
一
番
下
だ
っ
た
の
で
、

こ
こ
も
し
っ
か
り
と
練
習
し
ま

　
題
名
の
言
葉
は
改
訂
が
近
づ

い
た
次
期
学
習
指
導
要
領
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
こ
ど
も
た

ち
が
自
律
的
に
学
習
す
る
力
、

目
標
に
向
か
っ
て
進
む
力
を
育

む
こ
と
の
大
切
さ
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
本
校
で
は
昨
年
度
か
ら
県
教

育
委
員
会
事
業
を
受
け
「
こ
ど

も
を
主
語
に
し
た
授
業
づ
く

り
」
研
究
に
こ
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
合

言
葉
は
「
パ
ド
ラ
ー
（
自
分
で

漕
ぎ
出
す
力
を
持
つ
人
）
を
目

指
そ
う
」
で
す
。

　
十
月
一
日
に
は
、
東
京
か
ら

講
師
を
お
招
き
し
、
こ
ど
も
た

ち
自
身
が
学
び
に
つ
い
て
発
表

す
る
サ
ミ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

町
内
各
小
中
学
校
を
は
じ
め
、

高
校
、
支
援
学
校
等
を
含
め
県

内
各
地
か
ら
四
十
名
を
越
え
る

先
生
方
や
保
護
者
の
前
で
、
一

年
生
か
ら
六
年
生
そ
れ
ぞ
れ
に

自
分
た
ち
の
好
き
な
学
習
や
成

果
物
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
伝
え
ま
し
た
。
発
表
後
は
縦

割
り
班
ご
と
に
分
か
れ
、
こ
ど

も
た
ち
自
身
が
参
加
し
た
先
生

方
か
ら
の
質
問
に
応
え
て
い
き

ま
し
た
。

　
そ
の
姿
に
参
観
者
か
ら
は
、

こ
ど
も
た
ち
の
学
び
に
向
か
う

姿
勢
や
意
欲
に
つ
い
て
、
ま
た

先
生
方
の
工
夫
や
学
校
全
体
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
多
く
の

ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
今
年
は
こ
ど
も
た
ち
有
志
で

パ
ド
ラ
ー
委
員
会
が
立
ち
上
が

り
、
素
敵
な
学
び
方
を
し
て
い

る
こ
ど
も
を
紹
介
し
た
り
、
授

業
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
ア

イ
デ
ア
を
出
し
た
り
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
発
想
に
驚
か

さ
れ
た
り
、
頼
も
し
く
感
じ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
ど
も
た
ち
の
姿

を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
特
に

義
務
教
育
期
間
に
お
い
て
は
、

教
員
も
保
護
者
も
し
っ
か
り
関

わ
り
、
教
え
、
示
し
、
支
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
学
校
、
保
護
者
、
地
域

が
相
互
に
理
解
し
合
い
な
が
ら
、

こ
ど
も
た
ち
の
将
来
を
見
据
え
、

あ
せ
ら
ず
、
共
に
試
行
錯
誤
を

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

し
た
。

　
い
よ
い
よ
本
番
。「
上
手
に

お
ど
れ
る
か
な
。」
と
心
配
だ
っ

た
け
れ
ど
、
始
ま
っ
て
み
る
と

ソ
ー
ラ
ン
も
組
体
操
も
上
手
に

で
き
ま
し
た
。

　
自
分
に
と
っ
て
、
今
回
の
運

動
会
は
、
小
学
校
生
活
最
後
の

運
動
会
。
み
ん
な
で
協
力
し
合

い
、
全
力
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
小
学
校
生
活
の
最

高
に
楽
し
い
思
い
出
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

岡
小
学
校　
　

六
年門

松　

沙
奈

小
学
校
生
活
最
後
の
運
動
会

学
校
紹
介
　
岩
田
小
学
校

　「
自
ら
の
人
生
を
舵
取
り
す
る
力
」の
育
成
を
目
指
し
て

パドラーの
イメージ

サミット学年発表の様子縦割り班で参観者と協議
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上
富
田
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

を
主
会
場
に
、
上
富
田
町
ス

ポ
ー
ツ
協
会
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
協
会
加
盟
団
体

が
、
そ
れ
ぞ
れ
大
会
を
運
営
し
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
様
々
な

種
目
で
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま

し
た
。
各
競
技
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◇
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

参
加
人
数
37
名

【
男
子
】

優
勝
　
花
村
　
紘
一
（
南
紀
の

台
フ
レ
ン
ズ
）
60
点

２
位
　
吉
田
　
忠
男
（
生
馬
川

辺
の
会
）
60
点

３
位
　
田
畑
　
輝
美
（
日
吉
会
）

62
点

※
同
点
は
ニ
ア
ピ
ン
に
よ
り
決
着

【
女
子
】

優
勝
　
木
村
　
栄
子
（
昴
会
）

63
点

２
位
　
植
田
　
多
恵
子
（
日
吉

会
）
67
点

３
位
　
高
垣
い
と
み
（
南
紀
の

台
フ
レ
ン
ズ
）
69
点

◇
空
手
　

【
小
学
１
・
２
年
の
部
】

優
勝
　
酒
井
　
縁
乃
介

２
位
　
吉
田
　
圭
汰

３
位
　
井
本
　
大
翔

【
小
学
３
・
４
年
の
部
】

優
勝
　
田
上
　
笑
縁
　

２
位
　
宇
下
　
尚
希

３
位
　
福
田
　
勇
人

【
小
学
５
・
６
年
の
部
】

優
勝
　
澤
井
　
律
希

２
位
　
河
野
　
伊
織

３
位
　
井
上
　
瑛
士

◇
卓
球
　
ダ
ブ
ル
ス
３
人
団
体
戦

【
１
位
・
２
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
】

優
勝
　
山
本
　
富
哉

　
　
　
藤
江
　
康
輝

　
　
　
堀
江
　
卓
也

２
位
　
前
田
　
真
史

　
　
　
前
田
　
玲
依

　
　
　
新
堀
　
優
生

３
位
　
沖
見
　
康
至

　
　
　
愛
洲
　
百
花

　
　
　
原
田
　
千
寛

３
位
　
土
屋
　
順
一

　
　
　
柏
山
　
文
人

　
　
　
森
田
　
香
留

【
３
位
・
４
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
】

優
勝
　
谷
本
　
弘
将

　
　
　
石
黒
　
泰
聖

　
　
　
芝
田
　
哲
之

２
位
　
大
江
　
厚
子

　
　
　
林
　
　
浩
美

　
　
　
島
田
　
　
香

３
位
　
福
田
　
啓
恵

　
　
　
楠
本
　
明
子

　
　
　
向
井
　
美
紀
子

３
位
　
竹
本
　
幸
一

　
　
　
長
井
　
容
子

　
　
　
松
下
　
泰
子

【
５
位
・
６
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
】

優
勝
　
武
智
　
章
浩

　
　
　
平
　
　
里
江

　
　
　
武
智
　
咲
橙

２
位
　
大
江
　

也

　
　
　
大
江
　
悠
暉

　
　
　
大
江
　
陸
斗

３
位
　
三
宅
　
和
美

　
　
　
三
宅
　
良
弥

　
　
　
三
宅
　
秀
弥

３
位
　
槇
尾
　
美
代
子

　
　
　
藤
井
　
昌
子

　
　
　
北
内
　
史
都
子

そ
の
他
交
流
試
合
等
開
催
団
体

◇
野
球

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

◇
サ
ッ
カ
ー

◇
剣
道

◇
柔
道

◇
テ
ニ
ス

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

◇
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

◇
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

◇
レ
ス
リ
ン
グ

　
令
和
７
年
中
（
１
月
１
日
～

12
月
31
日
）
に
各
ス
ポ
ー
ツ
分

野
で
活
躍
さ
れ
た
次
の
方
々
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

〇
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
個
人
）
3
名

《
カ
ヌ
ー
》
河
野
　
俐

《
野
球
》
戎
嶋
　
美
有

堀
　
み
ず
ほ

○
ス
ポ
ー
ツ
協
会
賞
（
個
人
）

１
名

《
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
》
尾
﨑
　
千
花

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
個
人
）
33
名

《
野
球
》
松
本
　
理
功

《
陸
上
》
小
塚
　
凜
花

《
ホ
ッ
ケ
ー
》
出
羽
　
麟
太
郎

神
前
　
陽
生
　
宮
地
　
杏

山
中
　
季

　

《
弓
道
》
永
野
　
結
里
羽

《
空
手
》

熊
野
　
仁
　
那
須
　
千
莉
奈

《
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
》

楠
本
　
大
空
　
福
田
　
優
也

井
谷
　
元
響
　
清
水
　
竜
馬

田
上
　
和
磨
　
能
城
　
　
遼

綱
崎
　
　
樹
　
植
本
　
玲
志

《
水
泳
》
福
田
　
千
愛

《
体
操
》
溝
野
　
來
利

《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
》
池
本
　
心
菜

《
陸
上
》
小
嶋
　
瑞
希

《
柔
道
》
田
中
　
美
月

山
本
　
未
來
　
上
村
　
大
也

《
卓
球
》
矢
野
　
佑
馬

《
サ
ッ
カ
ー
》
山
元
　
虹
稀
　

水
本
　
龍
之
介
　
林
　
竜
雅

仙
田
　
海
士
　
　
小
俣
　
尚
輝

角
田
　
虎
太
郎
　
清
水
　
威
臣

大
澤
　
壱
瑳

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
団
体
）

１
団
体

《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
》

上
富
田
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

〇
ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞 

２
名

《
レ
ス
リ
ン
グ
》
山
本
　
明
広

《
空
手
》
岡
田
　
淳
一

第
50
回

 

「
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
」

盛
大
に
開
催

ス
ポ
ー
ツ
協
会
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

図書館からのお知らせ 上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

皆さんは人に言われてうれしかった言葉、忘

れられない言葉はありますか？他の人にはな

んでもない言葉だけれど、自分にとってはお

守りのようで大切にしたい言葉たち。そんな

大切な言葉が自分の胸の中にもあるのだと

思わせてくれる、素敵で楽しいお話がぎゅっ

と詰まった一冊です。

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

８０代になるとたいていボケるか死ぬ。

７０代は神様から与えられた特別な時間　　　

永遠の記憶

自分とか、ないから。教養としての東洋哲学

イン・ザ・メガチャーチ

アラームが鳴らないうちに

春までのセンセイ

ギャルにひかれて寺マルシェ

月がきれいな夜に、誰かに思い出してほしかった

ファイア・ドーム　（上）（下）

科学的に証明されたすごい習慣大百科

林真理子　　　　　

東野圭吾　　　　　

しんめいＰ　　　

朝井リョウ　　　　

川口俊和　　　　　

早見和真　　　　　

宮島未奈　　　　　

川代紗生

辻村深月　　　　　

堀田秀吾

幻冬舎

文藝春秋

サンクチュアリ出版

日本経済新聞出版

サンマーク出版

双葉社

KADOKAWA

サンマーク出版

小学館

SBクリエイティブ

『ミシンは触らないの』

中前　結花/著　hayaoki books

〈本の紹介〉
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時 

12
月
13
日
㊐

    

８
時
30
分
受
付
開
始

    

９
時
00
分
競
技
開
始

　
　
　（
雨
天
中
止
） 

場 

日
吉
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
場
（
生
馬
地
区
内
）

※
開
催
場
所
詳
細
に
つ
い
て

は
、
申
込
時
に
朝
来
公
民
館

ま
た
は
南
紀
の
台
公
民
館
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

費 

無
　
料

申 

事
前
に
朝
来
公
民
館
ま
た
は

南
紀
の
台
公
民
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０

    

朝
来
公
民
館

☎
４
７
‐
０
５
４
５

    

南
紀
の
台
公
民
館

☎
３
４
‐
７
２
２
７

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
豪
華
景
品
を
準

備
し
て
お
り
ま
す
。
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日 

11
月
15
日
㊐

時 

午
前
９
時
か
ら

場 

生
馬
河
川
敷
　
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場

対 

20
歳
か
ら
90
歳
ま
で
の
女
性

申 

電
話
に
て
受
付

    

11
月
2
日
か
ら
11
日

    

先
着
20
名

問 

生
馬
公
民
館
（
㊊
・
㊌
・
㊎
）

☎
４
７
‐
２
８
８
１

    

教
育
委
員
会

☎
４
７
‐
５
９
３
０

串
本
町
か
ら
那
智
勝
浦
町
へ

（
4
㎞
）

時 

11
月
28
日
㊏

７
時
30
分
～
16
時

小
雨
決
行
　
雨
天
中
止

問 

１
０
０
０
円
（
当
日
集
金
）

定 

20
名
（
先
着
順
）

持 

飲
み
物
、
ゴ
ミ
袋
、
履
き
な

れ
た
靴
、帽
子
、雨
具
等
（
昼

食
は
持
参
弁
当
か
道
の
駅
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
）

申 

市
ノ
瀬
・
下
鮎
川
地
区
の
方

11
月
２
日
㊊
～
18
日
㊌

町
内
の
方
　

11
月
９
日
㊊
～
18
日
㊌

※
い
ず
れ
も
平
日
8
時
30
分

　
～
16
時
15
分

電
話
ま
た
は
直
接
市
ノ
瀬
公

民
館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
参
加
者
が
少
な
い
場
合
は
中

止
と
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

盆
栽
展
、
寒
蘭
展
　
中
止

　
例
年
開
催
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
諸
般
の
事
情
に
よ

り
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆

様
に
は
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

問 

市
ノ
瀬
公
民
館

☎
４
７
‐
０
３
６
６

　
今
回
の
ロ
ビ
ー
展
は
、
岩
田

大
坊
地
区
に

お
住
ま
い
の

榎
本
て
る
子

さ
ん
に
よ
る

「
ト
ー
ル
ペ

イ
ン
ト
展
」

で
す
。
ト
ー

ル
ペ
イ
ン
ト

と
は
、
木
や

ブ
リ
キ
、
ガ

ラ
ス
、
布
な

ど
、
身
近
な

も
の
に
絵
の

具
で
美
し
い
装
飾
を
施
す
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
発
祥
の
伝
統
工
芸
で

す
。

　
榎
本
さ
ん
と
ト
ー
ル
ペ
イ
ン

ト
の
出
会
い
は
約
11
年
前
。「
退

職
後
に
何
か
新
し
い
こ
と
を
始

め
た
い
。
絵
を
描
く
の
は
苦
手

だ
け
れ
ど
、
こ
れ
な
ら
私
に
も

で
き
る
か
も
！
」
と
い
う
小
さ

な
好
奇
心
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
榎
本
さ
ん
は
こ
の
時
間
を

「
大
人
の
、
ち
ょ
っ
と
高
度
な

塗
り
絵
」
と
表
現
し
ま
す
。
思

う
よ
う
な
筆
づ
か
い
が
で
き
ず

に
悩
ん
だ
り
、
理
想
の
色
が
出

せ
ず
に
試
行
錯
誤
し
た
り･･･

。

そ
ん
な
「
生
み
の
苦
し
み
」
さ

え
も
、
今
で
は
心
地
よ
く
、
贅

沢
で
有
意
義
な
時
間
へ
と
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
歳
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
今

後
は
簡
単
な
物
し
か
描
け
な
く

な
る
と
思
う
け
ど
、
こ
れ
か
ら

も
細
く
長
く
続
け
て
い
け
た

ら
」
と
語
る
榎
本
さ
ん
。
作
品

の
前
に
立
つ
と
、
手
仕
事
な
ら

で
は
の
温

も
り
と
、

表
現
す
る

こ
と
へ
の

純
粋
な
喜

び

が

伝

わ
っ
て
き

ま
す
。

　
日
々
の

暮
ら
し
を

豊
か
に
彩
る
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト

の
世
界
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

場 

岩
田
公
民
館

展
示
ス
ペ
ー
ス

期 
12
月
23
日
㊌
ま
で

8
時
30
分
～
16
時
（
平
日
）

　
8
月
7
日
に
、人
形
劇
団
「
あ

し
た
」
に
よ
る
わ
く
わ
く
人
形

劇
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら

集
ま
っ
た
老
若
男
女
で
、
開
演

前
か
ら
会
場
は
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
公
演
で
は
、「
海
の

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」「
ポ
リ
ー
と

腹
ペ
コ
お
お
か
み
」「
な
か
よ

し
」
の
３
作
品
が
上
演
さ
れ
ま

し
た
。

　
舞
台
上
に
は
、
次
々
と
た
く

さ
ん
の
人
形
た
ち
が
登
場
し
、

楽
し
い
物
語
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
人

形
の
動
き
や
表
情
に
興
味
津
々
、

物
語
の
展
開
に
心
奪
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
声
を
あ
げ
て
笑
っ
た

り
、
人
形
に
声
援
を
送
っ
た
り

す
る
場
面
も
あ
り
、
最
後
ま
で
、

人
形
劇

の
世
界

に

ひ

た
っ
て

い
ま
し

た
。

　
参
加

し
た
そ

れ
ぞ
れ

が
、
笑

顔
あ
ふ

れ
る
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

女
性
の
講
座
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

生
馬
公
民
館

「
古
道
歩
き
」

市
ノ
瀬
公
民
館

ロ
ビ
ー
展
の
ご
案
内

岩
田
公
民
館

朝
来
・
南
紀
の
台
公
民
館
共
催

後
期
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　
　
　
　 
ゴ
ル
フ
大
会

わ
く
わ
く
人
形
劇
ま
つ
り

朝
来
公
民
館
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南
紀
の
台
公
民
館
と
し
て
は

初
め
て
と
な
る
子
ど
も
料
理
教

室
を
、
8
月
3
日
と
4
日
の
2

日
間
、
開
催
し
ま
し
た
。
3
日

は
低
学
年
の
部
、
4
日
は
高
学

年
の
部
で
す
。
講
師
に
は
、
津

葉
井
真
紀
氏
（
管
理
栄
養
士
・

Ｆ
Ｃ
Ｊ
Ａ
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
）
を
お
迎
え
し
、「
お
に

ぎ
り
を
つ
く
ろ
う
！
」
を
テ
ー

マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
料
理
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
低
学
年
の
部
で
は
、
塩
味
の

お
に
ぎ
り
と
、
豆
腐
と
わ
か
め

の
味
噌
汁
、
た
た
き
き
ゅ
う
り

の
酢
の
物
を
作
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
お
茶
碗
の
上
に

ラ
ッ
プ
を
広
げ
、
ご
は
ん
を
載

せ
て
塩
を
振
り
、
ラ
ッ
プ
の

端
を
持
ち
上
げ
て
ご
は
ん
を

握
っ
て
い
き
ま
す
。
で
き
た
ら
、

切
っ
て
お
い
た
焼
き
の
り
を
巻

い
て
、
お
に
ぎ
り
は
完
成
で
す
。

初
め
て
お
に
ぎ
り
を
作
る
子
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
皆
、
上

手
に
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
高
学
年
の
部
で
は
、
枝
豆
と

じ
ゃ
こ
の
お
に
ぎ
り
、
夏
野
菜

の
具
だ
く
さ
ん
味
噌
汁
、
き
ゅ

う
り
の
酢
の
物
を
作
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
さ
や
付
き
の
枝
豆
を

ゆ
で
る
と
こ
ろ
か
ら
で
す
。

塩
で
も
ん
だ
枝
豆
を
沸
騰
し
た

お
湯
に
入
れ
て
数
分
ゆ
で
、
ざ

る
に
あ
げ
て
冷
ま
し
て
か
ら
、

豆
を
取
り
出
し
ま
し
た
。
ご
は

ん
、
枝
豆
、
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ

を
合
わ
せ
て
ざ
っ
く
り
混
ぜ
合

わ
せ
、
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
い

き
ま
し
た
。
色
鮮
や
か
な
お
に

ぎ
り
が
で
き
ま
し
た
。

　
両
日
と
も
、
味
噌
汁
の
だ
し

は
い
り
こ
で
取
る
本
格
的
な
も

の
で
、
シ
ン
プ
ル
な
が
ら
、
格

別
な
お
昼
ご
は
ん
と
な
り
ま
し

た
。

　
材
料
の
買
い
出
し
か
ら
始
ま

り
、
当
日
お
手
伝
い
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　
９
月
３
、
４
日
と
一
泊
二
日

の
日
程
で
通
学
合
宿
を
実
施
し

ま
し
た
。
参
加
児
童
は
市
ノ
瀬

小
学
校
６
年
生
の
内
10
名
で
す
。

　
開
講
式
で
実
行
委
員
長(

公

民
館
長)

の
挨
拶
、
そ
し
て
、

児
童
代
表
が
決
意
を
述
べ
て
始

ま
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
夕
食
作
り
で
す
。
メ

ニ
ュ
ー
は
恒
例
の
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
。
３
班
で
作
り
ま
す
が
、
買

い
出
し
担
当
と
下
準
備
担
当
と

に
分
か
れ
て
活
動
ス
タ
ー
ト
で

す
。
わ
か
り
や
す
い
レ
シ
ピ

カ
ー
ド
を
見
な
が
ら
、
み
ん
な

で
協
力
し
て
カ
レ
ー
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
カ
レ
ー
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
や
職
員
も
一

緒
に
い
た
だ

き
ま
し
た
。

お
代
わ
り
を

す
る
児
童
も

い
て
、
多
め

の
ご
は
ん
も

ぺ
ろ
り
と
な

く
な
り
ま
し

た
。

　
夕
食
後
は
お
風
呂
で
す
。
地

域
の
方
の
お
家
で
も
ら
い
風
呂

し
た
り
、
自
宅
で
入
っ
て
き
た

り
し
て
、
再
集
合
。

　
部
屋
に
も
ど
る
前
に
、
交
流

タ
イ
ム
と
し
て
、
児
童
と
公
民

館
役
員
と
で
モ
ル
ッ
ク
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
朝
は
６
時
に
起
き
て
朝
食
準

備
で
す
。
時
間
短
縮
の
た
め
に
、

メ
ニ
ュ
ー
は
、
ご
は
ん
、
手
作

り
み
そ
汁
、
昆
布
や
サ
ケ
フ

レ
ー
ク
な
ど
の
ご
は
ん
の
お
供

を
た
く
さ
ん
で
す
。
し
っ
か
り

食
べ
て
、
登
校
し
ま
し
た
。

　
下
校
し
て
閉
講
式
を
し
ま
し

た
。
児
童
は
そ
れ
ぞ
れ
心
に

残
っ
た
こ
と
を
発
表
で
き
て
い

ま
し
た
。

　
修
了
証
を
授
与
さ
れ
た
児
童

は
、
笑
顔
で
集
合
写
真
に
収
ま

り
、
合
宿
は
無
事
終
了
し
ま
し

た
。

　
夏
休
み
期
間
中
に
朝
来
小
学

校
の
児
童
を
対
象
と
し
た
「
英

会
話
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導

助
手
）
の
ジ
ェ
イ
ミ
ー
先
生
に

お
願
い
し
、
低
・
中
・
高
学
年

に
分
か
れ
て
各
３
回
実
施
し
、

計
46
名
の
参
加
が
あ
り
、
笑
顔

と
楽
し
そ
う
な
声
が
絶
え
な
い

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
の
学
習
内
容

1
・
2
年
生
ク
ラ
ス

　
英
語
で
の
あ
い
さ
つ
を
は
じ

め
、
動
物
の
英
語
名
や
、
ア
ニ

メ
を
視
聴
し
な
が
ら
体
の
部
位

を
英
語
で
表
現
す
る
方
法
な
ど

を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

3
・
4
年
生
ク
ラ
ス

　
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
基
礎
を

学
ん
だ
ほ
か
、
動
物
の
名
前
の

つ
づ
り
を
並
び
替
え
る
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
な
ど
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

5
・
6
年
生
ク
ラ
ス

　
ア
メ
リ
カ
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

で
の
買
い
物
を
想
定
し
た
模
擬

体
験
や
、
英
語
の
ア
ニ
メ
を
見

て
内
容
に
関
す
る
英
語
の
質
問

に
答
え
る
な
ど
、
実
践
的
な
英

語
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、

先
生
も
一
緒
に
な
っ
て
生
き
生

き
と
活
動
し
、
大
変
充
実
し
た

教
室
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
料
理
教
室

南
紀
の
台
公
民
館

市
ノ
瀬
っ
子
通
学
合
宿

市
ノ
瀬
公
民
館

夏
休
み
英
会
話
教
室

南
紀
の
台
公
民
館
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　地元では「じぬしじんじゃ」と呼ばれていますが、一般には「じしゅじんじゃ」と呼ばれる方が多いよ
うです。
　有名なところでは、京都の清水寺の裏にある地主 ( じしゅ ) 神社（京都市東山区清水一丁目）はえんむ
すびの神で多くの方が参拝するそうです。
　
　さて、生馬の地

じ ぬ し

主神社ですが『生馬郷土誌』によりますと
　　　　　　　　　　　　　所在地　鳥渕　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　祭　神　稲荷大明神　
　　　　　　　　　　　　　由　緒　不詳
と書かれています。　　　　　　　　　　　　　　
　地元の方の話によれば、今の神社（祠

ほこら

）はもともと下の道の近くにあって、
それが何らかの事情で居場所がなくなり現在の山の中腹に上がってきたものと
いうことでした。（道路の関係でしょうか）
　それが、昭和の初め頃ではないかということです。
　何が祀られていたかもわからないということでした。稲荷神はその後に祀られたということです。
　仁

に い だ

井田好
こ う こ

古らによって編纂された『紀伊続風土記』〔天保 10 年（1839）完成〕の生馬の項にも「地主神
社」は書かれていないので、地元の方がいわれるように、そう古いものではないようです。
　辞典によりますと「地主」とはその地の守り神（守護神）と書かれていました。なお、現在の社殿は昭
和 35 年秋に改築されたものです。京都から来た職人が泊まり込みで造ったという話もあるそうです。
　この神社は「粥占い」が有名でした。
　「粥占い」とは『日本年中行事辞典』には、
　　　粥占　…　粥を煮る時、十二本の竹の筒を入れて、それに米粒
　　　　　　　　の入る量または棒に付着する具合によって判断する。
と書かれています。
　県内で「粥占い」をしている神社をざっと調べてみますと 5 社ありました。
　それでは、生馬鳥渕の地主神社の「粥占い」はどういうものだったのでしょうか。

　粥占いは他地域では1月15日が多いですが、ここでは1月5日に行われました。
また、当日は屋台が来たり、おみくじやお守りの販売、餅まきがあったりとな
かなかにぎわったそうです。
　竹は、後には割らずに丸いまま入れて、釜から取り出してから二つに割って、
中に入っている量をみたとのことです。
　地主神社の粥占いは、「講」のメンバーが昭和の末頃には 20 人程度いましたが、
最終的に高齢化等で５人程度なってしまい運営が難しくなり、令和 2 年（2020）
の粥占いを最後に途絶えてしまいました。
　過疎化、高齢化等による行事の担い手不足が大きな原因ですが、この問題は
生馬鳥渕地区だけでなく町内各地区から聞こえてくる問題です。
　昔から伝わってきたものを、どう引き継いでいくのかみんなで考えなければ
なりません。

文化財担当　大谷

　1 月 5 日、生馬鳥渕の地主神社で行われている神事である。むかしは旧暦 11 月 23 日であったが、
戦後 1 月 5 日に変更された。地主神社の祭神は稲荷さんであるから農耕行事と密接につながって
いる。その方法は頭屋にあたった家では前夜から用意をととのえ、当日まず社殿に 4 本の青竹を
立てて注

し め

連をめぐらし、この中に大釜を据え、米一升の小豆粥を炊く。神事の後、ほどよく煮え
たころ合いをみて、約 10 センチの長さに切った青竹を二つに割り、これに稲や野菜、雑穀、果物
類の品種の名前を書きこんだものを入れる。
　そして、煮え上った時を見計らい、この青竹を引きあげる。中につまった粥の状態をみてその
年の作柄を占なうという素朴な占い術の一種で、今も農民の間ではこれを信ずる人が多い。

上富田町史（史料編下）によりますと、

ということです。

私たちの歴史・文化・民俗 25    地
じ ぬ し

主神社　（生馬 鳥渕地区）

地主神社

釜に入れているところ
写真提供：出水精一さん
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く
ら
し
、
学
校
、
仕
事
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
「
き
こ
え

に
く
い
」「
き
こ
え
な
い
」
こ
と

で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
悩
ん
で

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
き
こ
え
に
く
い
・
き
こ
え
な

い
方
へ
の
支
援
に
関
す
る
相
談

も
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
予
約
不
要

時  

11
月
30
日
㊊

　 

10
時
30
分
～
15
時
30
分

場  

上
富
田
町
役
場

対  

和
歌
山
県
内
に
お
住
ま
い
の

方問 

和
歌
山
県
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
‐
４
２
１
‐
６
３
１
１

FAX
０
７
３
‐
４
２
１
‐
６
４
１
１

最
低
賃
金
額 

　
時
間
額
１
１
０
１
円

効
力
発
生
日 

　
令
和
８
年
10
月
３
日

提
要
範
囲

 

和
歌
山
県
内
で
働
く

全
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者

　
最
低
賃
金
法
違
反
に
つ
い
て

は
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
仮
に
最
低
賃
金
額
よ

り
低
い
賃
金
額
を
労
使
合
意
で

定
め
て
も
、
法
律
に
よ
り
無
効

と
さ
れ
、
最
低
賃
金
額
と
同
額

の
定
め
を
し
た
も
の
と
み
な
さ

れ
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

和
歌
山
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
室

☎
０
７
３
‐
４
８
８
‐
１
１
５
２

　
上
富
田
町
公
式
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ
ア

カ
ウ
ン
ト
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
情

報
や
子
育
て
、
防
災
な
ど
の
町

政
情
報
に
つ
い
て
、
欲
し
い
情

報
だ
け
を
選
択
し
て
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ
上
で
調
べ

た
い
ご
み
の
種
類
を
送
信
す
る

と
、
ご
み
の
捨
て
方
を
調
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
友

達
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
が
作
っ
た
退
職
金
の
積
立

制
度
で
す
。
月
額
千
円
か
ら

七
万
円
ま
で
自
由
に
設
定
で

き
、
掛
金
は
所
得
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

対  

個
人
事
業
主
・
共
同
経
営
者
、

小
規
模
企
業
の
経
営
者
お
よ
び

役
員

申  

商
工
会
・
金
融
機
関
な
ど

問  

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

☎
０
５
０
‐

５
５
４
１
‐

７
１
７
１

（
共
済
相
談
室
）

　
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た

め
に
、「
林
退
共
」
の
退
職
金

制
度
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　
林
退
共
制
度
は
、
林
業
で
働

く
人
た
ち
の
た
め
に
国
が
作
っ

た
「
退
職
金
制
度
」
で
す
。

◎
安
全
・
確
実
に
退
職
金
を
お

支
払
い
し
ま
す
。

◎
掛
金
は
全
額
非
課
税
と
な
り

ま
す
。

◎
新
規
加
入
従
事
者
の
掛
金
が

一
部
免
除
と
な
り
ま
す
。

問 

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職

　 

金
共
済
機
構

　 

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
９

願
書
受
付
期
間 

　
10
月
５
日
㊊
～
11
月
10
日
㊋

申
高
等
学
校
等
に
在
籍
中
の
方

は
学
校
の
先
生
を
通
じ
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
方

は
公
共
職
業
安
定
所(

ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク)

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

試
験
日
時
・
会
場

 

　
11
月
21
日
㊏
　
９
時
30
分

　
田
辺
市
新
庄
町
１
７
４
５
‐
２

募
集
予
定
の
訓
練
科 

　
自
動
車
工
学
科
　（
２
年
制
）

　
情
報
シ
ス
テ
ム
科
（
２
年
制
）

　
ビ
ジ
ネ
ス
事
務
科
（
１
年
制
）

※
募
集
す
る
定
員
や
受
験
資
格

等
の
詳
細
は
左
記
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

※
９
月
選
考
試
験
で
定
員
に
満

た
な
い
科
に
つ
い
て
実
施
し

ま
す
。

問  県
立
田
辺
産
業
技
術
専
門
学
院

☎
２
２
‐
２
２
５
９

経
営
者
の
退
職
金

小
規
模
企
業
共
済
制
度

「
き
こ
え
」
や
「
生
活
」
の

巡
回
相
談

和
歌
山
県
最
低
賃
金
が

改
正
決
定
さ
れ
ま
し
た

林
業
退
職
金
共
済
制
度

和
歌
山
県
立

田
辺
産
業
技
術
専
門
学
院

　
令
和
９
年
４
月
入
学

　
　
生
徒
募
集
案
内

上
富
田
町
公
式
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ

友
達
募
集
中
！

有料広告

有料広告
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11
月
９
日
㊊
か
ら
11
月
15
日

㊐
ま
で
の
７
日
間
、
秋
の
全
国

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
　

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
火
災

予
防
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
予

防
し
、
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財

産
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
８
年
４
月
の
岩

手
県
大
槌
町
に
お
け
る
林
野
火

災
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
で
発

生
し
た
林
野
火
災
に
よ
り
甚
大

な
被
害
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
林
野
火
災
の
予
防
対
策
に

つ
い
て
も
、
よ
り
一
層
推
進
を

図
っ
て
実
施
し
ま
す
。

●
防
火
パ
レ
ー
ド
の
実
施

　
は
る
か
ぜ
保
育
所
、
く
ま
の

の
森
こ
ど
も
園
の
園
児
ら
が
、

近
隣
の
方
々
に
火
の
用
心
を
呼

び
掛
け
る
た
め
、
防
火
パ
レ
ー

ド
を
実
施
し
ま
す
。

●
防
火
対
象
物
の
立
入
検
査

　
町
内
に
あ
る
事
業
所
に
消
防

職
員
が
立
ち
入
り
、
消
防
用
設

備
等
の
管
理
及
び
防
火
管
理
の

状
況
等
に
つ
い
て
検
査
し
ま

す
。

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
9
月
分
）

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

11
月
20
日
㊎

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分 

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局地

域
づ
く
り
課

☎
２
６
‐
７
９
１
０

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

11
月
17
日
㊋

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分 

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

総
務
福
祉
課

☎
２
６
‐
７
９
３
１

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

岩

田

市
ノ
瀬

市
ノ
瀬

朝

来

佐
賀
野
ツ
ヤ
子

國
本
　
勝
子

中
尾
　
　
功

中
井
　
悌
示

91
歳

81
歳

94
歳

80
歳

（
亮
太
・
佳
子
）

（
光
徳
・
満
里
）

（
健
・
理
緒
）　

朝

来

南
紀
の
台

生

馬

増ま
す
だ田

　
由ゆ

ま茉

坂さ
か
も
と本

　
柚ゆ

の
ん音

栗く
り
た田

莉り

り

は々晴

秋
の
火
災
予
防
運
動

火
災
予
防
運
動

　
　
期
間
中
の
主
な
行
事

全
国
統
一
防
火
標
語

 

『
火
の
確
認

　
い
い
日
を
支
え
る

　     

　
　
い
い
習
慣
』

住宅防火　いのちを守る
10 のポイント

詳細はこちら
（消防庁パンフレット）

※
緊
急
時

  

（
火
事
・
救
急
・
救
助
）
は
、

　
局
番
な
し
の
１
１
９
番

問 

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

　
☎
４
７
‐
０
１
１
９
へ

◆
税
目
　
　

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
５
期
）

◆
納
期
限
　

　
11
月
30
日
㊊

※
納
期
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
延

滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課 

収
納
班（

⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

田
辺
消
防
署

上
富
田
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

上富田町の人口と世帯数
令和8年 9月末現在

前月比
総 数 15,658 人 -5

男 性 7,489 人 ±0

女 性 8,169 人 -5

世帯数 7,686 世帯 -6

-14-



広
報
か
み
と
ん
だ

N
o.705

編
集 

発
行

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
朝
来
7
6
3
番
地 

上
富
田
町
役
場

電
話 
0
7
3
9-

4
7-

0
5
5
0（
代
表
）
F
A
X 

0
7
3
9-

4
7-

4
0
0
5

　

※住所異動の手続きや住民票・

　戸籍等の発行は行えません。

※手続きに必要なものは事前に

　お問い合わせください。

問 住民課 住民・環境班 ( ①番窓口 ) ☎４７-０５５０

マイナンバーカード夜間窓口
時 11 月 12 日㊍・26 日㊍ 19 時まで
場 住民課（①番窓口）
内 マイナンバーカードの申請・受け取り
　  電子証明書の発行・更新
　  暗証番号の変更　など

※
受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て
は

　
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問  

自
衛
隊
和
歌
山

地
方
協
力
本
部

田
辺
地
域
事
務
所

☎
２
４
‐
６
２
１
９

募集項目 受付期間 試験日 試験会場

2等
陸・海・空士

～11月26日㊍

WEB試験
12月6日㊐～12月8日㊋

自宅等
※ネット環境が良好な場所

身体検査・口述試験
12月12日㊏ 自衛隊和歌山地方協力本部

自
衛
官
候
補
生
募
集
案
内

に
つ
い
て

　
ス
マ
ホ
が
手
放
せ
な
い
、

ゲ
ー
ム
を
や
め
る
約
束
が
守
れ

な
い
…
。
そ
ん
な
お
悩
み
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　
県
内
で
初
め
て
ゲ
ー
ム
依
存

治
療
の
第
一
人
者
で
あ
る
香
川

県
三
光
病
院
の
海
野
院
長
を
お

迎
え
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン

タ
ー
看
護
師
に
よ
る
治
療
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
紹
介
や
、
対
談
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
ご
本
人
や
ご

家
族
、
支
援
に
関
心
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時  

11
月
24
日
㊋

　 

13
時
～
16
時

場  

西
牟
婁
振
興
局
４
階
大
会
議

室
（
田
辺
市
朝
日
ヶ
丘
23
‐
１
）

申  

電
話
・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
　

〆  

11
月
18
日
㊌

費  

無
料
　
　

定  

60
名
程
度
（
先
着
）

問  

田
辺
保
健
所
保
健
課

☎︎
０
７
３
９
‐

２
６
‐
７
９
５
２

　
田
辺
税
務
署
で
は
、
田
辺
納

税
協
会
と
共
催
で
次
の
と
お
り

年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

時  

11
月
17
日
㊋

　
13
時
30
分
～
16
時
10
分

場  

上
富
田
文
化
会
館

　 

文
化
ホ
ー
ル

※
昨
年
と
開
催
場
所
が
異
な
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対  

給
与
の
支
払
事
務
を
行
う
個

人
ま
た
は
法
人
事
業
者

問  

田
辺
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
０
７
３
９
‐
２
２
‐
１
２
５
０

　
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

と
そ
の
活
用
方
法
を
法
務
局
職

員
が
説
明
し
ま
す
。

時  

11
月
18
日
㊌

９
時
～
16
時
30
分
ま
で
の
う

ち
１
時
間
程
度

場  

和
歌
山
地
方
法
務
局
田
辺
支

局(

田
辺
市
文
里
１
丁
目
11
ー
９)

定  

４
枠
程
度
（
予
約
制
）

費  

無
料

問  

和
歌
山
地
方
法
務
局
田
辺
支
局

☎
０
７
３
‐
９
２
２
‐
０
６
９
８

　
　
　
　
音
声
案
内
⑤
を
選
択

ゲ
ー
ム
依
存
に
関
す
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

年
末
調
整
説
明
会
開
催
の
ご
案
内

遺
言
書
保
管
制
度
個
別
説
明
会

～
遺
言
書
っ
て
何
？

　
　
い
つ
遺
（
の
こ
）
す
？
～

税を考える週間

マイナポータル連携で
年末調整・確定申告

オンラインで
納税証明書

キャッシュレスで納付

チャットボットで相談

税務手続のデジタル化

日々の業務の
デジタル化

デジタル化でもっと便利に！

～


